
FREE PEACE の FP 通信     VOL???, 2024/1/19 担当：小板橋 

不動産ご購入者様のパートナー『総合 FP 事務所の株式会社 FREE PEACE』が発行しています。 

株式会社 FREE PEACE 

〒160-0023 東京都新宿区西新宿 6-24-1 西新宿三井ビルディング 15 階 

TEL：03-6258-1131 FAX：03-6258-1132  URL：http://free-peace.co.jp 

2011 年 4 月より活動を開始し、皆様のお陰で現在では年間 組を超える住宅購入相談実績をもつ 

企業に成長致しました。今後もお客様をサポートする最良のパートナーである事を約束します！！ 

 社会保障の給付と負担の現状  

社会保障制度が国民全員のためにあることは周知の事実だと思いますが、制度実施のためのお金がどの

ような配分で賄われていて、使われているのかというのは意外と知られていないのではないでしょう

か？今回は社会保障とお金に関するデータをいくつか紹介していきます。 

・社会保障給付費と日本の今後 

2023 年度の社会保障給付費は約 134.3 兆円です。給付された金額の約半分は年金に充てられています。

次いで多いのが医療費です。高齢化の進む日本では今後も高齢者の割合が増えることが予想されている

ため、社会保障給付費の金額も増えていく見込みです。 （↓出典：厚生労働省「給付と負担について」 

  1950 年～2023 年の給付費内訳と推移） 

（←出典：厚生労働省「給付と負担について」） 

一方で賄うための財源は 6 割近くが保険料から、残りは公費（国や地方公共団体が用いる目標達成のた

めの金銭）から支払われています。国の歳出のうちの 4 割強が国債で賄われているなかで、社会保障の財

源には多額の「公費」が使われていることを踏まえると、社会保障給付費が今後も増加していくのに伴っ

て、国債もさらに増えていくことでしょう。将来世代に負担を先送りしないために、給付と負担のバラン

スについて国は検討を続けていく必要があります。 

・補遺 

右上のグラフの推移を見て分かるように、1970 年からの約 50 年で急激に社会保障給付費が増加してい

ますが、少子化によって生産年齢人口が今後さらに減っていけば一人当たりの負担は大きくなる一方で

す。世代間の負担の公平化が喫緊の課題です。 

【小板橋の視点】 

人口における高齢者の占める割合や社会保障給付費がさらに増加するというのはあくまでも推定の数字

であるため必ずそうなるとは言えませんが、最悪の事態を想定してライフプランを設計することが大事

ですので、不安事がありましたらお気軽にご相談ください。 
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